
  

 

 

聴覚障害児の学びを深める授業づくり 

           ～豊かな言語力の育成をとおして～ 

 

「聴覚障害児の指導の基本は障害のない子どもと同一です。言語指導は呼吸をするように自然に

行うこと。言語指導を行います、と構えないことが大切です。」                                                                         

大西先生からこのような言葉をいただきました。本校の研究テーマに即して言葉の指導や学びを深める

授業づくりについてお話いただきます。日々の教育活動を振り返り、聴覚障害のある幼児児童生徒との

関わりを改めて考えてみませんか。 

  
講師 

東北福祉大学 教育学部 教育学科 教授 

         大西 孝志 氏 

 

講師プロフィール 

＜経歴＞北海道内の聾学校教諭 

      道立特殊教育センター研究員 

      道教育庁空知教育局特別支援教育スーパーバイザー 

      道教育庁学校教育局指導主事 

      文部科学省特別支援教育調査官（聴覚障害・言語障害） 

＜近著＞「ろう学校における主体的・対話的で深い学びの実践」 

      「特別支援免許シリーズ 聞こえの困難への対応」 

      「手話・言語コミュニケーション No10」「同 No14」 

                 「高等学校の通級による指導」 

 

愛知県立豊橋聾学校 

夏季研修講演会 

日時 

8/24（月） 

10:00～12:00 

場所 

本校体育館 


